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第 21 回⽇本⼼臓⾎管 3 次元モデル研究会セミナー 
 

AI を使った⼼臓セグメンテーション 
（と 3D プリントのためのデータ作成） 

概要 
 

⼼臓 3D モデルを⼼臓⼿術の術前評価に使うためには、3D モデルが病変を正確に再現
している必要があります。しかし⼼臓の弁膜や乳頭筋、腱索、細かな動静脈、あるいは⼼
筋と各構造物を CT 画像からきれいにセグメンテーションするのは労⼒と時間を要する作
業です。我々は「AI＝⼈⼯知能」を使ってこれらの構造物を⾃動セグメンテーションし、
それを⽤いて⼼臓 3D モデル⽤の 3D データの作成を試みてきたのでご紹介します。 

加えて、今回のセミナーでは具体的に学習データの準備やディープラーニング、セグ
メンテーションまで⼿順を⽰します。AI のコードには Keras/TensorFlow を⽤いており、
参加者各⾃の PC で実⾏環境を構築できるよう以下に説明を加えました。また、この実⾏
環境で利⽤できる我々の開発⽤コードをダウンロードできるようにしますので、持ち帰っ
て各々で経験を深めてもらえればと思います。私⾃⾝も専⾨家ではありませんが⼀緒に頑
張りましょう。 

 

セミナーの内容 
 

スライド発表：これまでの症例報告や座学 

デモンストレーション：実際のデータを⽤いた作業⼿順の紹介 

• ディープラーニング⽤の画像データはこちらで⽤意します。*1 
• 開発⽤ソースコードはオープンソースで再利⽤可能です。*2 
• 実⾏環境は以下の「PC 環境の準備」を参考にして下さい。 
• コマンドラインでの操作と、Python が使えることを前提としています。 

 
*1  実症例の臨床データなので本セミナー以外での利⽤は改変も含み全て禁⽌します。 
*2  BSD 3-Clause ライセンスとしていますので、ライセンス内での利⽤が可能です。 
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PC 環境の準備 
 

必要な機材とソフトウェア環境の説明です。環境構築の⼿順は⽐較的わかりやすいウ
ェブサイトを載せてあります。 

1. 必要な機材 

A. ノートパソコン：GPU なしでも可。1GB 程の使える容量があったほうが安⼼です。 

B. macOS 10.15 と Windows 10 で動くことは確認済みです。おそらく Linux でも⼤丈夫だと思います。 

＊この先の⼿順に進む前に⼤切なデータをバックアップしておいてください。 

2. ソフトウェアのインストール 

A. Miniconda の導⼊と Keras/TensorFlow のインストール 

Python というプログラミング⾔語と、Keras/TensorFlow という AI ライブラリを使います。開発⽤のプロ

グラムの複雑な依存関係（バージョン管理）を⼿軽に管理してくれるソフトウェアのひとつが

Miniconda です。 

ダウンロード：https://docs.conda.io/en/latest/miniconda.html 

⽇本語の説明：https://insilico-notebook.com/python-env-set-miniconda/ 

上記のサイトを参考にして、まず「仮想環境の構築」までを⾏ってください。Python はバージョン 3.7 台

が必要です。次に、仮想環境を有効にして、以下のコマンドで AI ライブラリをインストールして下さい。 

 GPU がない PC の場合： $ conda install tensorflow keras 

 GPU がある PC の場合： $ conda install tensorflow-gpu keras 

TensorFlow と Keras が必要なライブラリもまとめてインストールされます。私⾃⾝の Miniconda の環

境リストを載せておきますので、⾜りないものは、conda install …のコマンドでインストールしておいて下さ

い。 

＊この資料の作成時よりバージョンアップされるものがあると思いますが、Python 3.7.6 – 

3.7.7 / TensorFlow version 1.15.0 / Keras version 2.2.4 は変えないようにして下さい。 
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Name Version Name Version Name Version Name Version 
_tflow_select 2.1.0 keras 2.2.4 pip 19.3.1 tensorflow-gpu 1.15.0 
absl-py 0.8.1 keras-applications 1.0.8 protobuf 3.11.2 termcolor 1.1.0 
astor 0.8.0 keras-base 2.2.4 py-opencv 3.4.2 tornado 6.0.3 
blas 1.0 keras-preprocessing 1.1.0 pydot 1.4.1 vc 14.1 
ca-certificates 2019.11.27 kiwisolver 1.1.0 pyparsing 2.4.6 vs2015_runtime 14.16.27012 
certifi 2019.11.28 libopencv 3.4.2 pyqt 5.9.2 werkzeug 0.16.0 
cudatoolkit 10.0.130 libpng 1.6.37 python 3.7.6 wheel 0.33.6 
cudnn 7.6.5 libprotobuf 3.11.2 python-dateutil 2.8.1 wincertstore 0.2 
cycler 0.10.0 libtiff 4.1.0 pytz 2019.3 wrapt 1.11.2 
freetype 2.9.1 markdown 3.1.1 pyyaml 5.2 xz 5.2.4 
gast 0.2.2 matplotlib 3.1.1 qt 5.9.7 yaml 0.1.7 
google-pasta 0.1.8 mkl 2019.4 scipy 1.3.2 zlib 1.2.11 
graphviz 2.38 mkl-service 2.3.0 setuptools 44.0.0 zstd 1.3.7 
grpcio 1.16.1 mkl_fft 1.0.15 sip 4.19.8     
h5py 2.8.0 mkl_random 1.1.0 six 1.13.0     
hdf5 1.8.20 numpy 1.18.1 sqlite 3.30.1     
icc_rt 2019.0.0 numpy-base 1.18.1 tensorboard 2.0.0     
icu 58.2 opencv 3.4.2 tensorflow 1.15.0     
intel-openmp 2019.4 openssl 1.1.1d tensorflow-base 1.15.0     

jpeg 9b opt_einsum 3.1.0 tensorflow-
estimator 1.15.1     

3. データとソースコードのダウンロード 

ダウンロード URL：準備中 

A. ディープラーニング⽤画像データ 「フォルダ名：cases_for_J3D2020_Sep」 

⼼電図同期の造影 CT 画像と、その中の⼼臓の形状を塗りつぶした画像がひとつのセットです。これを

数百セット⽤意する予定です。 

＊実症例の臨床データなので本セミナー以外での利⽤は改変も含み全て禁⽌します。 

B. 開発⽤ソースコード 「フォルダ名：code_for_J3D2020_Sep」 

Python で書かれたさまざまなプログラムのソースコード群です。内部では Keras/TensorFlow を呼び出

して処理を⾏います。上記の画像データを元にして、1) データ拡張とリスト作成、2) データリストのアーカ

イブ、3) オリジナルのニューラルネットワーク、4) ディープラーニングの実⾏と各種パラメーターの調整、等を

⾏います。 

＊BSD 3-Clause ライセンス内での利⽤、改変、再配布等が可能です。 

 


